
　医療が進歩し、平均寿命も女性では 85 歳を超すまでの社会
になっています。健康で長寿ほど良い事は無いのですが、高
齢化社会で以前から問題となっているのは、転倒に伴う骨折
です。骨折の中でも、立位からの軽微な転倒で生じる大腿骨
近位部骨折（大腿骨の付け根付近の骨折）は受傷後に歩行、
体動困難となり、寝たきりのきっかけになるため、社会的に
大きな問題になっています。
　日本では大腿骨近位部骨折の入院医療費用が年間 1,300 億円
を超すとも言われています。当院でも手術件数が年々増加傾
向にあり、平成 24 年はついに 100 件を超すまでになっていま
す。本年上半期も既に 50 件を超し、昨年を上回る勢いです。
　骨粗

そしょうしょう

鬆症による骨の弱さ（骨の脆
ぜいじゃく

弱性）がその主因である
ことは以前から良く知られています。骨の脆弱性に加え、運
動機能の低下により歩行も不安定となります。結果的に日常
生活の何気ない動作で、簡単に転倒する場面も多くなります。
高齢者の骨折の大きな因子は、骨の脆弱性に加え運動機能の
低下による転倒しやすさによるところが大きいのです。あま
り知られていませんが要支援や要介護になる最大の原因は、

運動器の障害なのです。
　運動器の障害のために移動能力の低下をきたし、要介護に
なっていたり、要介護になる危険の高い状態を「ロコモティ

ブシンドローム（略称：ロコモ、和名：
運動器症候群） 」といいます。ロコ
モは運動器のいずれか、もしくは複
数に障害が起き、歩行や日常生活に
何らかの障害をきたしている状態で
す。
　日本整形外科学会のホームページ

に、ご自身がロコモかどうかのチェックリストやロコモを予
防する運動の方法など詳しい解説が掲載されています。どな
たでも自由に閲覧可能です。一度ロコモチェックし、できる
ところから少しずつ運動を始めてみてはいかがでしょうか？
転ばないための自宅の整備や生活の工夫も必要ですが、一人
ひとりの努力も今求められています。今日から健康寿命（健
康上の問題がない状態で日常生活を送れる期間）を延ばす努
力を一緒に始めてみませんか？
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多くの方の参加を
お待ちしてます！
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コラ防ちゃん

「いざ！」という時の備
えに体験しませんか？ 江別市立病院




